
3
2
1

導入事例 C a s e  S t u d y

DataSpider Servista

多様化する音楽関連サービスの
システム間データ連携を効率化し、
ビジネス環境の変化にも即応

株式会社JVCケンウッド・ビクターエンタテインメント

（ 取材日：2014年5月 ）

■ニーズに応じた社内外の様々なシステム
との迅速なデータ連携
■データ連携やマスタDBメンテナンスの
工数や負荷の軽減
■システム上に分散している情報の活用
推進

歴史ある日本の音楽レーベル、株式会社ＪＶＣケンウッド・ビクターエンタテインメントでは、
楽曲情報などを管理するマスタDBと、周辺システムとのデータ連携に「DataSpider 
Servista」を活用しています。音楽関連サービスの多様化に伴うシステム変更にも対応できる
ため、開発生産性は飛躍的に向上。その効果はエンドユーザにも波及し、情報活用に関する意
識も変わりつつあります。今後はよりビジネスに貢献する仕組への適用が見込まれています。

P O I N T

■マスタDBと周辺システムとのデータ連携
にDataSpiderを活用
■親しみやすい開発ツールとアシストの
サポートを活用
■DataSpiderの利用範囲を拡大し、社内
に分散する情報の集約に活用

■開発生産性が飛躍的に向上し、データ
連携時の工数や負荷を大幅に軽減
■異なるDB間のSQLの差異を意識する
ことなく、データ連携を容易に実現
■エンドユーザの情報活用に対する意識が
活性化
■アーティスト別収益の可視化も視野に

情報連携のメリットが
エンドユーザにも浸透し、
広がる活用の幅

データ連携の処理工数を
5分の1から10分の1程度に削減し、
ユーザニーズへの迅速な対応を実現

マスタDBと周辺システムとのデータ
連携を効率化し、変化するビジネス
環境にも柔軟に対応
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（ビクターエンタテインメントグループ、2012年7月現在）

 : http://www.jvcmusic.co.jp/
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データソース

：情報／通信業

：Oracle Database,
   DB2, DB2 for i

JVCケンウッドグループのエンタテインメント事業の
中核を担う総合ソフト会社として、音楽・映像ソフト
の企画・制作・販売を中心に幅広く事業を展開して
います。
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課　題 対　策 効　果

Oracle Database

＜データソース＞ ＜連携先システム＞

Excel

経理システム（DB2 for i）

印税管理システム（DB2）

売上情報（Oracle Database）



DataSpider Servista

途に活用できるツールだと実感しています。また、
アシストのサポートも、Webから頻繁に問い合わ
せをしていますが、応答が早い上に充実しており、
場合によってはサンプル・スクリプトや、『高速化
処理のコツ』という資料を提供してくれるなど、本
当に助かっています。

　さまざまな機能を手軽に開発できるようにな
り、社内外のユーザからの要望にも、以前より迅
速に対応できるようになりました。現状ではリク
エストを受けた都度、納谷氏がバッチなどで処理
しているマスタDBからの情報抽出を、今後は
Webシステムからダウンロードするセルフサービ
ス化を目指す方針です。

  エンドユーザのデータへの意識に変化
  アーティスト別収益の可視化も視野に

　システム面の充実が、最終的にビジネスの改善
へと繋がってきています。

納谷氏　エンドユーザーがDataSpiderを意識す
ることはないでしょう。とはいえ、最近いろいろと
要望が満たされて、手間がかからなくなったり便利
になってきたとは感じているはずです。

　近年、音楽業界では販売チャネルが拡大し、また
聴き放題配信サービスのような販売形態の多様化
が進んでいます。そのため、数々のシステムが構築
され、情報が分散しがちでした。しかし、
DataSpiderを導入したことにより、分散した情報
を集約して把握することができるようになりまし
た。納谷氏は、この情報集約のキーとなるマスタ
DBを管理しています。

納谷氏　アーティストごとに投資と回収を集計す
る場合、現状では各システムから抽出した情報を手
作業で集計しているため、収支管理担当者は期末
になるとその作業に追われます。そこで、システム
上で簡単に、投資から回収までを把握するための
仕組みを提案しています。
　DataSpiderやBIツールの導入により、複数シス
テムにまたがるデータを集計して利用できるように
なってきたので、要望内容にも考え方の幅が広がっ
てきたと思います。

　情報システムグループでは、今後、他の社員たち
にもDataSpiderを活用してもらう場を広げていく
予定です。データ連携範囲がより一層拡大すること
で、ビジネスにも好影響を与えることでしょう。

案を受けたことが転機となりました。情報システ
ムグループの一員として同席した納谷氏は、BI担
当ではありませんでしたが、EAIツールとして
DataSpider Servistaの存在を知ることになり
ました。データ連携を効率的に開発でき、自分の
仕事にも役立ちそうだとわかり、早速導入の検討
を開始しました。

納谷氏　アシスト主催のDataSpider体験セミナー
に参加して、このツールを使うと何ができるのかを把
握しました。もちろん、他のETLツールとも比較しま
した。Excelアダプタが標準装備されていることや、
GUIのアイコンがフレンドリーで分かりやすく、ま
た、アシストのサポート体制を評価し、DataSpider
を採用することにしました。

　8月にDataSpiderを導入し、以前から社内で
要望があったマスタDB周辺の機能から開発を始
め、10月には実装しました。さらに翌年の2014
年2月には、新たな音楽配信サービスに対する
データ連携を実装しています。

納谷氏　この連携で初めて、従来のFTP送信に代わ
り、DataSpiderを使って先方のDBに直接インサー
トする仕組みを構築しました。

  工数やミスを大幅に削減
  今では手放せないツールに

納谷氏　システムの多くはエンドユーザが楽になる
ものですが、今回初めて、開発者である自分が楽に
なるツールに出会えたような気がします。すごく便利
で手放せません。

　現在、納谷氏は映像関連のデータベースの
改修作業を進めています。

納谷氏　新しいテーブル構成への書き換えが伴う
ため、DataSpiderを使わなければ膨大な量の
プログラムコーディングが必要な案件でした。

　開発に要する作業量や期間を削減する開発者
が楽になるツールは、同時に開発者のミスも減ら
します。

納谷氏　私はOracle DBを長く利用しています
が、社内の他システムではDB2も利用されていま
す。Oracle DBとDB2ではSQLの作法が異なりま
すが、DataSpiderならその作法を意識しなくても
済みます。DataSpiderは、工夫次第で多彩な用

  ビジネス拡大によりマスタDBの
  連携先が年々増加
  管理作業の負荷が増大
　

　「Victor」「Speedstar」をはじめとする数々
の自社レーベルや、受託事業を通して音楽／映
像ソフトの企画から制作／販売まで一貫して手
掛ける総合エンタテインメント企業である株式会
社JVCケンウッド・ビクターエンタテインメント。
1928年、当時の日本ビクター株式会社（現 株式
会社JVCケンウッド）の音楽事業部門としてレ
コード生産を開始して以来、取り扱ってきた楽曲
数は膨大なものとなっています。
　収録されているディスク、権利者、契約内容な
どといった楽曲に関するマスタ情報は、Oracle 
Database（以下、Oracle DB）で管理されてい
ます。それらの情報は、社内外の様々なシステム
で活用されています。例えば、社内ではアーティ
ストを担当するディレクターや経理などで、社外
では日本レコード協会や著作権管理団体、販売
店、放送局、配信サービス事業者などで利用さ
れています。
　現在、その情報管理を担当している、経営企画
部 情報システムグループの納谷馨氏は、次のよう
に語ります。

納谷氏　社外とのデー
タ連携には、主にCSVや
タブ区切りのファイルを
利用していました。こち
らで出力したファイルを
FTPで送るか、あるいは
Webシステムからユー
ザ側でダウンロードをし
てもらっていました。音
楽配信事業者に対しては、楽曲データに加えて
マスタ情報を転送していました。

　近年では、多様化する音楽関連ビジネスや社
内の情報活用ニーズの高まりにより、データ活用
の範囲が広がりつつあります。マスタには頻繁な
メンテナンスが必要で、ユーザからの相談や提案
も多く、管理者の作業負荷は次第に重くなってき
ました。

  試用版を通して
  高い開発生産性を見極め
  使いやすさが採用の決め手に

　2013年春、アシストから社内BIシステムの提

URL http://www.ashisuto.co.jp/product/category/etl/dataspider/    E-Mail dataspider_web@ashisuto.co.jpお問い合わせは  株式会社アシスト
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納谷馨氏
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